
 

 

 

 

「かなの家インタビュー」～ 滝浪翔平さん ～ 

穏やかな面持ちで、農作業や石鹸工場での仕事、その他の活動にも前向きな気持ちで参加している 

翔平さん。運動も大好きで、西ヶ谷運動場の外周を走っている姿は熟練しているマラソン選手のよう 

です。そんな翔平さんにインタビューをしました。 

 

Q かなの家の仕事で一番好きなことは何ですか？ 

A 畑の仕事が好き、はんてん（※）好き、わらカットやってる、 

麦飯石固形切りが好き…。  ※はんてん＝耕土の天地返しの事 

               

翔平さんには、好きな仕事が沢山あります！仕事の中で一番好きな場  

所は石鹸工場だそうで、「啓さんは、楽しい」と教えてくれました。 

 

Q 絵クラブは、どうですか？ 

A クレパスが好き、寺澤先生好き…。 

 

めぐみの音楽活動のダンス

では、誰よりも高いジャン    

プと手拍子が特徴の翔平さん。穏やかさの中には情熱的な  

翔平さんも見え隠れしています。 
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絵クラブでの様子→ 

絵クラブでは、絵の具とクレパス両方を使って、

ダイナミックな絵をいつも描いています。 

高等部での職場実習、家から近い所が良いと思っていたら、家から歩いて通えるかなの家で実習さ 

せて頂くことができ、実習が終わる頃には卒業したら、かなの家に入りたいと言いました。かなの家

に入って 11年になりました。歩いて通って、挨拶をしっかりしていたようで、親よりも知り合いがい

っぱいできました。体は大きいですが、大声、喧嘩が大嫌いで、歩くこと走ること食べることが大好

きです。アシスタントの田辺さんに、昨年から連れて行ってもらえて教会に行くことが楽しみになっ

ています。 

休みの日には家にいるか、買い物、お父さんと散歩しかないので、いろんな人との関りが多くなる

といいなと思っています。かなの家での仕事、畑仕事「はんてんやったよ。」「石鹸工場に行ったよ。」

と、話してくれます。アシスタントの人の名前、なかまの名前を教えてくれます。かなの家が好きで

す。これからもよろしくお願いします。 



匠
たくみ

の仕事
し ご と

 第 5回                  野村 安一師 東京都大田区出身 

石鹸作りの匠以外にも、かなの家のなかまの中には沢山の達人や匠がいます。今回は、牛乳パックか

らリサイクル紙を作っている野村安一さん（匠）をご紹介します。 

「うれしい」が生まれる仕事 

午後になると匠の紙作りが始まります。牛乳パックを数

日間水に浸し、本体から印刷部分をはがして紙を作る素の

白い種作りが最初の工程です。種が出来たら色味を加えて

紙漉き作業に入ります。匠は手元から目を離さずに、ゆっ

くりと丁寧にそして真剣に作業に取り組みます。「うれしい 

な」紙漉きの機械に向かって取り組んでいるときに、匠

の心の中にはそんな気持ちが生まれているそうです。 

匠が漉いた紙は、名刺やカードに生まれ変わります。匠

が作った紙が、様々な形でお客様に届けられています。「お客さんが、喜んで買ってくれるとうれしいな」

と、笑顔で答えてくれました。 

匠の「うれしい」の気持ちは、紙の様々な色や、薄

さ厚さに現れているように思いました。「がんばりまし

ょう」インタビュー最後の一言には、匠の意気込みも

感じられました。 

かなせっけんの存在は「せっけんを作る作業がある。せっけんを販売する。なかまのお給料になる。」 

それだけではありません。世界中に溢れている商品の中からかなせっけんを選び、手にして頂いることに

は意味があるように思います。私達は、時の流れや変化に合わせ、自然環境の問題と共に生きる方法を模索

していく必要がある時代にいます。自然環境の問題は、私達の心の在り方も関係しています。人の心と自然

環境のバランスをとることはとても難しいことで、無理をしてバランスを取ることもうまくいきません。あ

りのままを受入れ、解決策を探そうとしている時間が大事なことのように思います。 

幼い子供や自然が持つ無条件な愛、なかまから感じる｢ありのままの美しさ｣を受入れ開放する愛、これら

三つの存在に共通する愛の形は、私達に勇気を与え、私達自身の心の在り方を見つめなおす機会を与えてく

れているように思います。なかまが作るせっけんだから伝えられることがあり、一緒に生きているもの同士

だから、協働していきたいという想いがあります。消費や利益が優先される時代の中にも、共生していくた

めに自身の心を大切にすることも、必要な解決策の一つだと思います。               

【はる】 

紙漉き作業 

紙漉き作業に真剣に取り組む野村さんは、いつもの愉快な

野村さんとは変わって、その場から離れず、最後まで作業

に取り組んでいます。匠のオーラが感じられる時です。 



かなの家の仲間たちとともに時間を過ごすこと 

かなの家の仲間たちとともに時間を過ごしていくと、仲間たちそして自分のありのままのいのちを肯

定したいと思えるのです。この世にひとつでも否定されたいのちがあってはいけない。すべての価値は

ありのままのいのちそのものにあってほしいという想いに駆られるのは私一人ではないはずです。 

何かを為すことによって初めてその人が評価される基準が社会を覆っています。現在の人間社会を覆う

効率的なものに価値があると考える発想に対して、非効率的なものにも、意味があり、価値があるとい

う根本的な信に到達するのです。仲間たちは、人の手を借りなければ生きていけない社会的に弱い存在

ですが、彼らとともにいることが正に「命を生かし合っている」ことを実感し、「この弱さこそが力な

んだ」と受け入れることができるのです。                  

仲間一人ひとりは、今やり

たいことをまっすぐに人に伝

えながら、出来ないことは、

みんなに手伝ってもらって、

堂々と生きている。それは人

に迷惑になるどころか、逆に

人と人が直接そのいのちを生

かしあって生きる本当の人の

あり方を、周りの全ての人に

身を持って示しているので

す。 

かなの家の仲間たちの挑戦

の実現を見守っていきたいと

思います。  

 

 

日
にち

にちのおたより 

素敵なカレンダー有難う。終わった後は手作りの封筒にして使っています。    

― 大阪市浪速区  ○○ 尋子様 － （2020/1/8） 

2020 年もどうぞよろしくお願いいたします。ゆう子さんと柴田ゆきさんのイラストに気持ちが 

温かくなりました。とても嬉しかったです。ありがとうございます。(^^♪    

― 茨城県つくば市  ○○ 優子様 － （2020/2/4） 

 

高山 千弘（たかやま ちひろ） 

エーザイ株式会社 執行役員 知創部長 

「かなの家のアーティストたち」のカレンダー有難うございました。無農薬のお茶も感謝致します。 

素敵な絵も石鹸もありがとうございます。ゆうこさん、江川さんのありがとうの素敵なカードも 

うれしいです。来年も皆さまにとりましても良い年でありますように！    

― 神奈川県大和市  ○○ 英代様 － （2019/12/27） 



クリスチャンではない人にとってのラルシュ  

～その４・最終回 ラルシュを科学する！？～ 

                 

このコラムでは、これまでラルシュのことをなるべく「神さま抜き」で紹介してきました。今回は、ラル

シュを「科学的に」解釈しようという私自身の試みについて紹介します。 

きっかけは、社会人大学院で「サービス科学」と「知識科学」という二つの「科学」を勉強していた時の

ことです。「サービス科学」とは、レストランから介護まで世の中のあらゆるサービスを科学的なアプローチ

で研究する学問、「知識科学」とは、知識が組織の中でどう創造され、活用されるかを研究する学問です。 

博士論文のテーマに私はかなの家を選びました。かなの家もケア「サービス」事業者ですし、ラルシュと

いうユニークな「考え（知識）」も持っています。キリスト教の言葉だけでなく、科学の言葉でもラルシュを

語ることができたら、もっと多くの人にラルシュの考えを広められるのではないか…そう思ったのです。 

サービス科学では、サービスを「利用者と提供者が価値を共に創ること」と捉えます。かなの家における

価値とは、なかまの人がよりよく生きるために必要な「人間的成長・自己実現」「自分の居場所」「社会との

つながり」です。そしてかなの家では、なかまの人に対してだけでなく、なかまとの関わりを通じアシスタ

ント自身もそれらの価値を感じているのが他のサービスとは違う点だとわかりました。 

この様な、なかまとアシスタントの関係ができたのは、かなの家がラルシュの考えを日本の現実に合わせ

試行錯誤しながら実践してきたからです。これは、ラルシュの考えを日本で再創造しているとも言えます。 

この研究は、査読付きの論文誌に掲載[1]され、学位論文[2]も受理されました。ラルシュを「科学的に」

解釈する試みは、一定の成功を収めたと言えるでしょう。宗教やジャン・バニエを超えて、ラルシュは現代

社会でも十分に価値があると認められたことにもなります。 

かなの家をはじめとする世界中のラルシュ・コミュニティーがそれぞれの場所で「ラルシュの考え」を実

践し、その魅力を広く世の中に発信し続けていくことは、とても意義深いことであると私は信じています。 

クリスチャンでない私自身、こうしてかなの家からたくさんのお恵みを頂けたのも、ひとえにかなの家の

みなさんの人を受け入れる温かさがあってこそです。心から感謝申し上げます。 

 

村本 徹也（むらもと てつや） 

ラルシュかなの家 理事 
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  ラルシュ・インターナショナル調査結果のお知らせについて 

 

 

ラルシュかなの家が所属しているラルシュの創立者ジャン・バニエが、生前、1970 年か

ら 2005年の間に 6名の成人女性に対し、不適切な性的関係を持ったことが、明らかになり

ました。なお、この女性のなかに障がいを持った方は含まれていません。 

これは、ラルシュインターナショナルが「私たちの歴史をよりよく理解し、虐待防止をす

るため、外部機関に徹底的かつ独立した調査を行う」ことを実施し、その調査の結果から、

ジャン・バニエが地位を濫用し、女性を傷つけていたことが明らかになりました。 

 

ラルシュインターナショナルからの表明文の一部をご紹介します。 

“私たちはこれらの発見にショックを受け、これらの行為を無条件に強く非難します。こ

れらはジャンが表明している価値観と完全に矛盾し、人に対する尊敬と誠実さという基本

ルールに反し、そして、ラルシュがよって立つ基本原則に反します。” 

ラルシュインターナショナルの国際リーダーであるステファン・ポスナー         

とステイシー・ケイトカーニーは、この件について透明・誠実かつ真摯な態度で対応してい

ます。 

“私たちに証言を提供した女性たちに賛辞を贈りたいと思います。ラルシュのリーダー

として、私たちの仕事は痛みを伴う事実から自分たちを守ることではなく、私たちを導く原

理原則に忠実であり、「それぞれの人独自の価値」を確認することです。この女性たち、そ

してまだ沈黙している女性たちの勇気と苦難を私たちははっきりと認識しています。（中略）   

これらの出来事はラルシュの文脈の中で起きたことであり、そのうちのいくつかは私た

ちの創始者が起こしたことであり、被害に遭われたすべての皆さんへ、私たちは許しを請い

ます。”  

ラルシュインターナショナルは、虐待の被害を受けた人が安心して発言できる環境づく

りを進めています。  

 

 

ラルシュかなの家としては、ラルシュインターナショナルが示した方向性のように、虐待

防止に向けて取り組んでいくとともに、「一人ひとりがかけがえのない存在である」という

ラルシュのこころを真摯に模索していきたいと考えます。 

ご迷惑をおかけすることがあるかもしれませんが、この危機をなかま、アシスタント、そ

して皆様のご支援でこの危機を乗り越えていくことを願っています。 

 



 

去年の 9 月にかなの家に来て、今アシスタントとして働いている。半年前は、静岡に住む事になるなんて

予想していなかった。 

 

いつも参加していた祈りの集いのリトリートで、面談の時

間に「あなたは今の ITの仕事には向いてない。もっと自然に

近い仕事や場所が合ってる」と言われた。デスクワークやウェ

ブの仕事が自分には合っているし、それしか出来ないと思っ

ていたけど、言われてみて障害者施設で働く事を考えた。年明

けにでも、ラルシュとかいうところに見学に行ってみようと

思った。そしてリトリートから帰ってきた翌日、いきなり 9

月末での仕事の契約終了を言い渡された。言われた瞬間、ああ

神様、この事ですかと思った。 

 

福祉の仕事は素晴らしいけど、歳を取ったら肉体労働も出来なくなり、社会的な地位も低く、未来がない、

もっての外の職業だと思っていた。でも考えたらウェブの仕事だってどんどん自動化されて仕事が無くなり、

新技術に追いつかねばならず、デジタルネイティブ世代が後輩に入ってくる。ウェブの仕事だって自分程度の

スキルでは未来がなかった。試しにかなの家に来てみたら、とても楽に、ナチュラルでいられた。 

 

今まで生きてきてずっと、この世界や周りの人間に違和感やズレを感じていた。それでも生きていく為に、

社会や周りの人間に自分を合わせ、ファッションを合わせ、物の言い方に気をつけ、規格外にならないように

気を張っていた。でも大分疲れていたのだなと思う。ありの〜ままの〜♪が流行った事を見ると、他の日本人

も同様なのではと思う。 

すまいの他のアシスタントも、クセのある人が多い。

出来る事と出来ない事、性格もバラバラで、パズルみ

たいだと思う。私自身もADHDを診断されていて、掛

け算も覚えられてない。 

 

みんな四角く統一されてれば、動かしやすいし要領

よく社会が回る。でも凸凹があるからこそ隣の人や全

体とコネクトされ、ひっくり返してもバラバラになら

ない。何より規格外のままでいい。「絆」という言葉が

流行った時、社会主義の様な気持ち悪さを感じた。で

もこのコネクトが、本当の絆なのかと思う。 

 

【Yuriko =(ФωФ)=】 



かなの家ダンス甲子園 

クリスマス会でダンス甲子園を始めて、3年目になりました。 

2019 年は「ダンス合戦冬の陣」というタイトルで、東軍、西軍に分かれ 1 対 1 のダンスバトルを

しました。審査員には、なかま代表の小野田さん、私たちの友人でありボランティアの今林さん、ラル

シュアジア担当のスウェンが選ばれました。 

輪になり座った食堂で、なかまとアシスタントが混在して戦います。ダンスはフリースタイル、自由

な表現の場でした。出演する順番が来たのに、自分は出ないとダンスを拒否する人もいましたが、これ

もまた多様性です。 

なかまの多様な表現を何回も見ていくうちに「上手なダンスはこれじゃなきゃダメ」という狭い答え

から解放されています。正確に誰かをコピーすることが美しいという「ものさし」から、それぞれの違

いが美しいという「ものさし」に代われば、次々と生まれてくる固有のダンスは驚きの連続となります。

想像もしなかった表現に出会うことができ、情熱、笑い、感動を感じます。心が揺さぶられる理由のひ

とつに、踊り手が自分自身の声を聞いて、それを自分なりの方法で素直に伝えようとする姿ではないか

と思います。 

障がいのある人の芸術を「アール・ブリュット」と呼ばれ評価されています。ありのままの生きた芸

術です。アール・ブリュットで評価されることは、他人のコピーではなく、いかに自分らしい生きた表

現をできるかだと思います。障がいがあるから、できることが限られるという考えをすることがありま

すが、障がいがあるから自由にいることができるという見方もできます。あるいは、障がいがあり、で

きることが限られているからこそ、表現が美しくなるかもしれません。 

かなの家のなかまとアシスタントが静岡の街中にある青葉通りで踊ったストパラ（ソシアル・サーカ

ス）を見て感動したのは、偽りなく、自分らしく、心を込めて踊る大道芸に、ぼく自身が「自分らしく

いていい」という勇気をもらったからだと思います。 

【言・げん】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

ストパラに参加して 

 

     全てのはじまりは友人の光太さんからの電話

でした。 

「ソーシャルサーカスというものを静岡でや

ろう！」ということ、「かなの家の仲間にも合

うと思うよ！」という内容でした。 

 

昨年 9月にその光太さんと、仕掛け人でもあ

る彩さんがかなの家に来てくれ、その場で藤田

さん、ゆきさん、ゆうこさんが「出たい」と声

をあげてくれました。1回目の練習では、1人

のメンバーは寝たりしていたので「ああ、合わ 

ないかなあ」とも感じました。ですが 2回目の練習以降、回数をこなすごとに見違えて動きが良くな

っていきました、最初は 3人の仲間は私以外のメンバーに話しかけづらそうだったのが「○○さんと

友だちになった」など、気がついたら自分の手を離れ、私は最初“引率者”でしたが、同じ“表現

者”として同じフィールドにいる同志となっていました。市民クラウンの方やダンスパフォーマンス

をしている方、プロのフラフープ演者などのチームでしたが、そこに壁や境界は無く、アットホーム

な雰囲気で練習が行われていたのが印象的でした。 

 

本番も沢山の人が見に来てくれました。沢山の友人

や仲間が出来ました。今も関わったメンバー有志が集

まり、定期的に練習をしています。色々な表現の場に

出ていき、それぞれの表現を楽しみ、深められたらと

願っています。 

【横井】 

 

 

※ ストパラとは「ストリートパラダイス」の略で、大道芸人と障がいのある人が共演し、 

パフォーマンスを披露する団体。 

 

ラルシュ・かなの家 
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静岡市の最も賑やかな通りで演じる、ゆうこさん（右） 
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